
第 95回夏期講習会ご案内 
主題 さあ、漕ぎだそう 奏でよう 

                                一般社団法人 キリスト教保育連盟 

5年ぶりに会場参加型の夏期講習会を開催します！！ 是非、ご参加ください！  

日  時  2024年 7月 25日（木）13：30～17：30 開会礼拝・講演Ⅰ・分科会 

         2024年 7月 26日（金） 9：30～12：30 永年勤続感謝・講演Ⅱ・閉会礼拝 

会  場  紀尾井カンファレンス 

         〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町 1₋4 東京ガーデンテラス 4F 

主題聖句  ヨハネによる福音書 14章 6節 

【講 演Ⅰ】7月 25日（木） 
 

『今こそキリスト教保育を』 
 

講師：松浦 浩樹 (キリスト教保育研究委員長・和泉短期大学)   
 

今年２月に『キリスト教保育指針 2024年版』が発行されました。同書は長年にわたり、キリスト教保

育の目的を実現するための手引きとして位置づけられています。このたびの新版の編纂を担当したキ

リスト教保育研究委員会の委員長である講師が、改訂の背景や意図・願いを概観し、神と共に歩むキリ

スト教保育についてお話しします。 

 

講師略歴：青山学院大学大学院文学研究科教育学専攻修士前期課程修了。 

幼稚園教諭を経て、多くの大学で保育者養成に携わる。現在、 

和泉短期大学教授、青山学院大学教育人間科学部非常勤講師。 

2003年度より当連盟キリスト教保育研究委員、2017年度より 

同委員会委員長。

【講 演Ⅱ】7月 26日（金）  
 

『子どもの平和と健やかな育ち』 講師：公文 和子（ケニア・シロアムの園） 
 

貧困や戦争、不安定な社会の中で平和が脅かされている状況の中、子どもたちが平和を感じ、健やかに 

育つとはどのようなことでしょうか。ケニアで障がい児療育に携わる講師から、子どもが平和を体験

し、愛し愛されて育つ子どもの姿や、育ちを支える私たちにできることなどをお話しいただきます。 

講師略歴： 

1994年北海道大学医学部卒業。 

小児科医。シエラレオネ、カンボジ等での 

活動を経て、2002 年よりケニアで活動。  

障がい児支援施設「シロアムの園」代表。 

著 書： 

『グッド・モーニング・トゥー・ユー！ 

ケニアで障がいのある子どもたちと生き

る』いのちのことば社・フォレストブック

※『キリスト教保育』2023 年 12 月号･1 月号 

小論「こどもの平和①②」執筆。 

 

 

 

 



【分科会】7月 25日（木） 

 

保育実践を振り返る中で、話題になることの多いテーマを取り上げ、4つの分科会を企画し

ました。講演の後、参加者同士の協議の時間もあります。各地で保育に携わる仲間との交わ

りと、これからの保育へのヒントが沢山得られますように！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 加 費    11,000円（未加盟 16,000円）※部分参加も同額です。 

 

定  員  400名 ※定員になり次第締め切りますのでご了承ください。 

 

申込方法  申込フォームに必要事項を入力し送信してください。 

※申し込み受付け後に参加費振込み先をお知らせいたします。  

申込ﾌｫｰﾑ  https://forms.gle/GEV4B3qQQ9gjqPY46 

 

申込締切  2024年 7月 5日(金)23：59まで 

※夏期講習会終了後、講演等の動画を配信します（有料 7,000円）。

詳細は改めてご案内します。 

  池谷陽子原画展 開催‼ 

夏期講習会会場で、「ともに育つ」紙やキ保誌のイラストでおなじみの池谷陽子氏の原

画展を開催します。油絵や版画などを多数展示販売いたします。お楽しみに！ 

 

テーマ① 「キリスト教保育指針改訂をめぐって」 

キリスト教保育研究委員会：松浦 浩樹・後宮 敬爾・髙梨 美紀 

 

【講演Ⅰ】に続けて、『キリスト教保育指針』の改訂のポイントを共有します。どこが変わっ

た？保育実践にどうつなげていくの？など、編纂メンバーが皆さんからの質問に応えながら、

今、求められるキリスト教保育の役割を共に考えていきたいと願っています。 

テーマ② 「子どもの成長と絵本」 藤本 朝巳（児童文学研究者、絵本学会会長） 

 

絵本の読み聞かせや言葉を大切にすることは、保育の中で当たり前と感じていることでしょ

う。幼い子どもから青年期に至るまで、様々な年代の子どもたちと関わってきた講師の経験

やキリスト教の視点を通して、子どもの育ちが語られます。改めて、子どもと絵本の関わり

について学びませんか。 

テーマ③ 「どの子も大切にされる保育の実践」 篠原 直子（練馬区立幼稚園） 

    

特別な支援を要する子どもが複数在籍するクラス運営には様々な悩みや課題があります。 

どうしたら子どもたちそれぞれが大切にされ、集団として育ち合っていけるのだろう…。 

クラス担任としてたくさんの経験を重ね、園長となった実践者の視点から学びインクルー 

シブな保育実践を考えましょう。 

テーマ④ 「キリスト教保育って？」～新任保育者のために～ 

木﨑 曜子（武蔵野相愛幼稚園） 

  

キリスト教の園に就職した新任の皆さん、子どもたちと過ごす喜びや楽しさを感じながら 

戸惑ったり、悩んだりすることもありませんか。この分科会では、そんな皆さんの思いや 

素朴な疑問も出しあいながら、キリスト教保育が大切にしていることを学びましょう。 

 

https://forms.gle/GEV4B3qQQ9gjqPY46

